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1、 は1じめに
筆者が、年少者 臼本語 教育実践研究の 日本語支援 ボランテ ィアと してJSL児 童K
と出会 ってから、約1年 半が経つ。支援を始 めたばか りのころは、ほ とん ど口を開か
なかった児童Kも 、最近では少 しずつではあるが 自分 自身のこ とや家族 のことな どを
話 して くれるようにな ってきた。ただ、 もともとあま り話すの が得意ではないKに と
って、友達を作 るとい うのは至難の業 のよ うで、話 しかけ られ ても うま く返事がで き
ず黙って しまった り、 自分か ら話 しかけることができずに、休み時間 も一人所 在な く
過ご している姿を見かける。 教科学習 において も、国語 を始め教科書 に載せ られてい
る目本語で書かれた長文を日本人児童 と同 じ速度で理解す るに はやは り無理があ り、
時には教科書 を広 げただ眺めるだけで、内容 を理解す る気 がない、理解で きると思 っ
ていない とい うような様子が見受 けられることもある。
子 どもへの教育を考 える上ではずせ ない視点は、 「発達」であ る、子 どもは身体的、
精神的、認知的、社会的等さまざまな側 面において、人 として の発達段階にある。そ
して、子 どもが人 として成熟 した人格を形成するた めには、発達の各段階に応 じた行
動様式や能力を身にっけなければな らない。 これは 「発達課題」(Erikson,1959)と
呼ばれ るもので、課題 によっては、決 まった時期に学習 されない と後からは身 に付 き
に くく、その失敗が後の発達段階にお ける他の課題達成 に悪影響 を及 ぽす こともあ る
とい う・児童期の発達課題には、r成 長 しつつある生活体 としての 自己への健全 な態度
の獲得」 「同 じ年頃の友人とつき合 うことの学習」r読 書、計算な ど基礎的技能の学習」
な どが挙げ られ ているが、母語 での生 活環境の中でな ら、それ らの発達課題 に対す る
学習機会が多 く与 えられ るだろ うし、寡黙 なKで も彼な りにアプ ローチする術 を見つ
けられたか もしれない。 しか し今の状況 下でのKの 自己概念形成 を考 えてみ るに、 自
己概念が周囲の重要な他者か らのフ ィー ドバ ックに基づいて後天 的に学習 され るもの
であるとす るな らば、Kが 自分 自身 に対 して否定的な 自己概念 を形成 し、 さらにそれ
が彼の全人的発達へ と影響 していった として も決 して不思議ではない.
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さらに思考の発達 とい う面から も、Kの 現状を考 えてみる必要がある。Kが 苦手 と
しているr読 む」 とい う作業 は、思考の部分に深 く関係 している と考え られている。
言語 と思考の関係について ヴィゴツキー(Vygotsk腸L.S.1962)は 、初期の段階で2っ
は関連す るこ となく発達 してい くものの、徐々に関連 し合 うよ うにな り、言語が内言
的段階 にな った ときには、言語 と思考は重な り合 い 「言語的思考」の段階に到達す る
とい う。 また言語が子 どもの思考に及ぼす影響は、記億 ・分類な どの情報処理の面 に
おいても指 摘 されている。Kの 思考発達 を妨げないた めに も、彼 のr読 む」カの育成
は急務 と思われ る。
本論文は、上述 した ようなJSL児 童Kが 抱 えている間題群 を基軸 と し、「発達」的
見地か らJSL児 童への 目本語指導を捉 えようとす る試みである。 この実践で行われ
るのは、r読 む」活動 から日本語で考えるカを養 うと同時に、r読 む」活動を通 してr読
めた」rわ かったユとい う経験 をす ることでJSL児 童 が自らの可能性に気づ き、彼 自
身のr自 己有能感 」を高めることにある、そ して この指導 における一試案が、JSL
児童の発達 の促進に微力なが らも貢献できることを切 に望む ものである。
2.JSL児 童の 「読む」力 を育成す るために
2-1.【 読む」 とヤ、うこと
JSL児 童の 「読む」力の育成 を考えるために、まず 「読む」 とは どうい うことな
のかにっいて考えてみたい.わ れわれが、文章 を読んで理解す るっま り読解 を行お う
とす る際、そ こには複数の要素 とな る過程が関わ っている。読みの過程は、文字の形
態的処理、語彙、知識、モニタ リングスキル、作動記億の容量などの諸要素を もとに、
3つ の レベル に分けて考 えることがで きる(高 橋 、1999).ま ず最初の段階は、読 も
うとす る文章の文字や単語 を処理する レベル であ る。つ ま り、単語の意味的な符号化1
を行 うレベル であ り、初期の符号化 と語彙アクセスの2つ の下位過程か らなる。初期
符号化過程において、読み手 は印刷 された文字の列 を視覚表象に符号化 し、語彙 アク
セ スにお いて心内辞書し1と呼ばれ る長期記億 の一部 に蓄 え られ た単語のパターン と視
覚表象 を対応 させ る。 これ を子 どもの読解能力で考 えた場合 、初期符号化の過程 は、
発達の初期では子 どもの読解 能力 をil那艮す ることや 、語彙アクセスにおいてもアクセ
スされ る心内辞書 にその項 目がない場合には、意味的 な符号化ができない とい うよ う
な問題 も出 され ている。文字や単語の意味的符号化 が済む と、次は文の処理の レベル
ヘ と移 る。 ここでは、前の レベルで意味処理が行われた単語にっいて文法的な知識に
基づいて単語 間の関係を確 定す る。単語間の関係を分析す るためには、それ らの単語
を未処理の状態で作動記憶内 に保持 してい く必要があ り、作動記憶の容量が この レベ
ルでの処理の効率を制限す るともいわれてい る。最後は、談話処理の レベルである。
ここでは、読み手が個 々の文 の中に含まれ る情報を統合 し関連づけて、文章全体の表
象を作 る。 この表象は、単語や命題間の直接的関係 を表現 した ものではなく、読んで
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いる文章についての背景知識 を参照 し、それ らと結びつ けることに よって生成 され る
もので ある。 こうした表象の生成によ り、読み手は文章に明示的に示 されていない こ
とがあって も適 切に推論す ることができるよ うになる・ また、その文 章内容について
の既有知識の量や有無によって生成 され る表象は異 なった もの とな り、そ こか ら推論
を行 った り文章か ら新たな知識 を獲得す る際の個人差が生まれて くる とい う。
読解の過程では、個々の単語や文については継時的 に処理が進んでい くことになる
が、それを文章全体の読解過 程 として見た場合には、複数の単語や文 について異なる
レベルでの処理が並行 して進 行 してい るとい う多層的 な処理過程 となる.し か もそれ
らは、すべて作動記憶内で処理 され ると仮定 され てお り、読解能力の個人差は、それ
ぞれの レベルでの処理の効率性 ・適切性 ・作動記憶の容量によって説 明され る と考 え
られ ている。熟達 した読み手の場合、その読みが高度 に自動化 され ているために、作
動記憶の容量 をほ とん ど減 らす ことな く自動的な読み を行 うことができる。それで も、
その文章が文法的に曖昧な場合や難解な文章で論 旨に混乱や矛盾が生 じた場合には、
自分の理解 に誤 りがないか問題点を探 り解決 しよ うとす る。すなわち、 メタ認知技能
を使 って 自分 自身 の読解の過程についてモニ タリングを行 うのである。 このメタ認知
技能は、子 どもの読解力 を規定するもの として も重要視 されている.
2-2.読 解過程 における憎報処理 とJSL児 童 のr読 む』力 との関係
では、上述 に挙げたよ うな読解過程にお ける情報処理 をJSL児 童 が行 うためには
どんな問題が あり、また指導上 どんなアプローチが必要なのであろ うか、以下、JS
L児 童の読解に関係 していると思 われる点 について個 々に考 えてい く。
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JSL児 童のよ うに 自動的な単語再認がで きない子 どもの 「読み」は、文字か ら音
声を復号化・1する技術が未発達で あるため、文章 を読む際 の復号化にほ とんどの処理
容 量を消費 して しまい、意味を読み とるた めの処理容量を配分する ことができない と
い うことが考 えられる。r読 む」ためには、膨大な情報を素早 く、かつ視覚的、語彙的 、
文法的、概念的、メタ認知 レベル で表象 し処理 しなければならない。JSL児 童の単
語再認 を自動化す るには、彼 らの心内辞書 を拡 張(語 彙の構築)が 考 えられ る。 しっ
か りとした語彙指導によって語彙 の知識 を増やす こ とで、その知識 を使い文脈か ら知
らない単語の意味を類推す ることができるようにな り、それが新 しい語 彙の習得へ と
結びつ き、ひいては単語再認 の際の作動記億の処理容量を軽減できると考える.
背景知識 ・既有知識の問題 について
読みの指導や読み教材が子 どもの既有知識を考慮 した ものであれ ば、JSL児 童 の
ようなr読 み」が熟達 していない子 どもの場合で も、そのスキーマ形成 を援助す るこ
とがで きるのではないか と考え られ る。つ まり、あ らか じめスキーマ を持っているテ
キス トを利用すれば、構文や語彙が多少難 しくて も内容 を理解 させ ることが可能 とな
胃イ3
るのだ(竹 内、2000)。 しか しいくらスキーマがあって も、それが難 解な語彙や複雑
な構文で書 かれている場合には有効には働かないため、児童の言語 レベル をきちん と
見極 めた うえでテキス トを選ぶ必要があ るといえ よう。
メタ認知技能
メタ認知技能 とは、 自分 自身の問題解決行動の結果 を予測する能力、 自身の行動の
結果 を評価す る能力、解決 に向か う自分 の進歩をモニ ターす る能力、 自分の行動 と解
決はよ り大 きな現実に対 してどの程度合理的かを確かめる能力な ど、思考にっいて思
考す る能力 のことを指す.自 分 自身の理解 をモニターす る能力は、読解において も重
要 な学習技能である。JSL児 童の ような読解 に問題 のある児童のメタ認知技能を向
上 させ るた めの効果的な方法 として、教師 と生徒が 自分 たちの共同学習 と問題解決に
ついて対話できるよ うなグループ学習の状況を設定することが挙げ られている 〔J.
T・ ブルー アー、1997〉 。問題解決方略を説明 し、批判について擁護 ・正 当化す るグ
ループ対話において、推論、プランニング、モニタ リングを公的に共有 していく中で、
子 どもは活動 の中にある認知過程を知 り始 め、認知過程が どのよ うにモニター され、
コン トロール され るかを理解 し始めるとい う。
音読 ・黙読 ・範読の問題
r読む」 ことの第一歩は、文字情報を音読する こと、つ ま り生得的 システムによ り
音声的に形成 されている心内辞書を、逐次的に参照 し、文 字から語彙の意味を理解 し
てい くことであるとい う指摘がある(竹 内、2000)。 文字の視覚的認知 は、脳 の左右
半球の後頭葉内側の視覚連合野でなされ、っいで視覚野か ら側頭葉前方に向けて次第
に高次化す る形 態処理系で軍語 レベルの視覚性認知が行 われ る。 この文字の形態処理
の結果が言語脳 側の角回に入力 され ると、側頭 葉の聴覚連合野に聴覚心像 を成立させ 、
この ことによ り音韻の喚起が なされ る。っ ま り、視覚情報が角回を経由 し音声化 され
ることが、r読 む」ことにきわめて重要な段階であると考え られ るのである(河 村 ・溝
渕、1998:r読 む」ことの脳内機構モデル).熟 達 した読み手の場合、 この音声化のプ
ロセスは高度 に 自動化 してい るため表面的にはほとん ど見 えてこないのだが、JSL
児童の場合その 自動化はほ とん どすすんでいないと考 え られ るため、音声面でのr読
む」学習 を重視 し自動化 を促進す る必要がある.ま た、JSL児 童の場合 には本来生
得的 システムに よ り形成 され るはずの心内辞 書の音韻情報が不十分であ ることが予想
され るので、r聞 く」こととr読 む」ことを切 り離 さずに統合的に学習できるような配
慮 を行わなければな らない.し か し、声に出 して読むことで、読んでいる教材 の内容
に注意が向け られ な くなり、語句を意味のあ るひ とまとま りと して理解す る活動がで
きな くなるので、まず範読を し、意味の理解 を図った上で声 に出 して読む機会を十分
に与 えるべ きである とい う指摘 もある(ウ ィル ガ ・M・ リヴァーズ、1987)。
2-3。 認知心理学研究か らの知見一r豊 かな教授法」 とr相 互教授法Ji・
一38一
日本語教育実践研究 第2号
上記の問題点 を踏 まえ、認知心理学における読解研究の 中か ら、JSL児 童の 「読
む」指導に有効 と思われ る教授法について2つ 挙げる。
r豊かな教授法』:マ ーガ レッ ト・マ ッコー ウンの語彙指導に対す る研 究
このr豊 かな教授 法」 と呼ばれ る語彙指導 に対する研究 は、①単語の使用 における
訓練 は広範な ものであること②生徒は単語を主体的に処理す ること③生徒 は広範囲に
単語 を使用す ること④生徒は多様な文脈の中で 同 じ単語に出会 うこと、 とい う4つ の
仮説に基づいて構成 された実験的語彙 プログラムである。実験内容は以下の通 り。
4年 生 を対象 に した一 日30分 、週 に5目 、一つの意味群の8～10の 単語 のグルー
プのついての学習。1日 目には、まず単語 と意味 とを結びつけ、そのあ とす ぐゲー ム
〔教師が手がか りを与え、子 どもがその手がか りを使 って単語を引き出す。子 どもは
なぜ その単語なのか理由を説明す る)を 行い、その後語の内包 にっいて学 んだ。2日
目は、単語の 自動化 を発達 させ るためのゲームを行い(単 語 と意味を合 わせて文を作
る)、3目 目には、単語 の周辺の文脈状況を構成 した、4日 目は、前 日と同 じカ リキュ
ラムで さらに速 さと正確 さを増すための ドリル を行い、その後で単語 が単語間の関連
を探った。そ して最終 日に、多肢選択の語彙テ ス トを行 った。
このカ リキュ ラムでは、 自分たちの答 えがなぜ正 しいのか を理 由づけす ることで、
子 どもたちは単語 を使用 し、単語で推論 し、単語で遊ぶ ことについて も自覚的になっ
た。それ はつま り単語知識の使 い方に対す るメタ認知的な気づきを意味す る とい う。
「相互教授法」(PahncserandBrown,1987)
このr相 互教授法」は、認知理論 に基づいて構成 された もので、読み課題 において子
どもが言語理解技能 を使 うの を援助 し、熟達 した 「読み」 の主要部分であるメタ認知
方略を促す効果 があるとされている。 この教授法では、読解熟達のためには①読みの
目標は意味を構成す ることで あると"理 解"し ②適切な背景知識 を``活 用"し ③注意
や認 知的資源を概念の必要な内容 に集中的に"配 分"し ④既有知識や常識 との内的一
貫性や両立性があるか どうか とい う観点か ら、構成 された意味を"吟 味"し ⑤解釈、
予測、結論 を含 む推論 を"弓1き 出 してテス ト"し ⑥読解 が起 こっているか どうかを確
かめるために、 これ ら全過程 を"モ ニター"す る、以上6つ の基本的読解機能 を必要
としている。 さらに、この6つ の機能は 「要約 ・質問 ・明瞭化 ・予測」の4方 略で活
性化 され ると考 え、教師 と生徒 の対話を使った協働学習の 中で、この4つ の方略を強
調す る活動 を行 うことでr読 む」力が向上 をはかっている。
3.JSL児 童のr自 己有能感」を育成す るために
3-1.「 自己有 能感』 とは何か
この章では、JSL児 童の発達に重要な意味を持つ と思 われるr自 己有能感」の育
成 にっいて考 えてみたい。r自 己有能感jに ついて縫部(2001〉 は、 自己の環境 を効
果的に処理す ることのできる能力、又ある特定の行動を行 う自らの能力に関す る自己
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評 価で ある としている。そ して過去の失敗の原因帰属がr自 己有能感」の形成に重要
な役割 を果 た し、また説得 ・強化そ して他者 による評価 と共 に、他者の観 察を通 して
も形成 され るとい う。さらにr自 己有能感 」は内発的動機づけ・の源泉の一つ とも考え
られている(デ シ,E.L.、1975).「 自己有能感」を向上 させ るには、学習 における成
功 体験の蓄積 と、周囲の重要な人たちか ら受 ける肯定的 フィー ドバ ック ・肯定的イ ン
ターア クシ ョンが重要 となる。JSL児 童に とっても 「で きたユ 「わかった」とい う体
験 と周囲か ら認 め られ ることで、 自分は 「やればできるんだ」 と実感 し新 たな 自分に
気づ く、すなわち 自尊感情を向上 させ否定的 自己概念 を払拭す ることへ と繋が り、 さ
らには学習への内発的動機づけへ と繋げていくことができると考 えられ る。
3-2.r最 近接発達領域理論」と 「スキ ャフォールデ ィング』、 「スパイラル指導法』
では、上述のよ うな 「自己有能感」を育成 、向上 させるためには どの よ うな観点か
らの 目本語指導 を考 えてい くべ きなのであろ うか。指導に有意義 と考え られる以下の
理論 を援用 し、指導法を構築す ることにす る。
最近接発達領域理論 〔～》gotsk呂L.S.1967)
r最近接発達領域 」とは、独力に よる問題解 決によって判定 される子 どもの実際の発
達水 準と、教師の指導下あるいは 自分 よ り能力の高い仲問 と協働す ることを通 じて判
定 され る潜在的 な発達水準の間の範囲の ことを指す。つま り、新たな学習 が起 こりう
る範 囲の上の境界 と下の境界(=領 域)を 表 した ものであ り、子 どもがr最 近接 発達
領域 」の範囲で学習す る中で、教師が媒介的 な支援 をす る役割 を果た し子 どもの理解
や知識 を拡大す ることができた ときにr学 習 」が起 二ると考 えられている。
スキャフォールデ ィング(Hammond ,」.2001)
rス キャフォールデ ィング」とは、子 どもが新 しい理解 ・概念 ・能力を発達 させ よ う
とす るとき、教師 が行 う一時的で体系的な支援=足 場づ く りのことを指す。子 どもが
自分では うま く扱 うことのできな いタスクを達成できるよ うに した り、理解を発展 さ
せた りす るのに必要な援助 をす るための教師の支援であ り、そ の支援 は単 に子 どもが
タス クを成 し遂 げるのを助ける ものではな く、いずれ は子 ども自身が 自らのカ で同様
のタス クを成 し遂 げられ るよ うな知識、スキル を手に入れ られ ることを意図 した支援
を意味 し、子 どもが徐々にカをつ けてい く中で、教師も支援の量 を減 らしてい く。
スパイ ラル指導法
ブルーナー(Brune4960)に よれば、表象様式の発達には活動的表象の段階、映像
的表象の段階、象徴 的表象の段階の3段 階があ り、子 どもた ちの発達段階にふ さわ し
い方法で指導すれば、低年齢の子 どもにも高度 な教材 を理解 させ ることが可能 である
とい う。rス パイ ラル指導法」は、ブルーナーが上述の理念に基づ き1960年 『教育の
過程』の中で唱道 した新教育理論の一環 と しての 「螺旋型カ リキュラム」を もとに考
え られた もので、一 つの同 じ教材 を、子 どもの発達段階に応 じた方法で螺旋階段を昇
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るよ うに繰 り返 し、低次 レベルか ら高次 レベルヘ と学習 を深化 させてい く学習法 を指
す。
これ ら3つ の理論 を組み合わせ ると、まずは支援者が児童の学びが今 どこにあるの
かを見極めた上で、足場かけがあれ ば児童 が達成可能 なカ リキュラムを組む ことか ら
始まる。 そのカ リキュラムは低次か ら高次 にスパイ ラルに構成 され 、低次 レベルでは
学びを引き上げるためのスキャフォールデ ィングが数多 く準備 されている。児童は数
多 くのスキャフォールデ ィングによ り、一人では決 して成 し遂 げることのできなか っ
たタスクが自分に もrで きる」rわ かる」と実感す ることで、彼 らのr自 己有能感」が
向上す る。その後カ リキュラムが高次 レベルヘ と進 むにつれその足場は徐々に外 され
ていき、最終的には児童一人で も高次 レベルでのタスクがこなせ るよ うになることを
目的 とす る.こ の時点で彼 らの 「自己有能感」 もか な り向上 させ られている とい うこ
とにな る。
4.JSL児 童 のr読 む」力 とr自 己有能感1を 育成す る日本語指導の提案
ここでは、これ までの ものを もとにrJSL児 童 のr読 む」力 とr自 己有能感 」を
育成する 日本語指導」 を構築 し、実践活動 を示す と共にその考察を試みる。
●実践形態;週1回 の取 り出 し授業 ●実践期 間;2004年10月 ～現在
●使用テ キス ト:『 ファーブル昆虫記2狩 りをす るハチ』(1991)集 英社
4-1.JSL児 童のr読 むj力 とr自 己有能感』 を育成す る 日本語指導案
1)語 彙指導
匿壷画:単 元名 「コオロギを狩るキバネアナバチ」(2005101127実 施)
ターゲ ッ トとなる単語群(身 を守 る、抵抗す る、立 ち向か う、警 戒す る、押 さえ込む)
①作成 した単語 カー ドを見せ 、意味の わか るものが あるか確認。 わか らない ものに関
しては、意味を提示。
② ゲーム;机 にカー ドを広げて、お題 を出す。(猫 、ネズ ミの絵 カー ドも準備す る)
r猫 とネ ズ ミとい うことばで文 を作ると した ら、使 える単語カー ドは どれです か。」
児童は単語カー ドを選 び、なぜその単語 カー ドを選んだのかを説 明する。
③以下の例文を聞いて、その文に妥 当性があるか ど うかを○ ×で聞 く。
ミツバチ は身を守 るために、お尻の針 を使いますノネズ ミが猫 を押 さえ込んだ 等
④ゲーム=単 語カー ドを使って文を作 る
⑤ クイズづ くり:単 語 カー ドが答えにな るよ うなクイズを児童が作 る
2)本 文読解
圃=単 元 名 「コ オ ロ ギ を 狩 る キ バ ネ ア ナ バ チ 」(2005102103,02/10実 施)
意味段落1の 本文読解
①支援者に よる範読(ゼ スチャー、 レア リアを使って〉
②内容理解 の確認1答 えが書 き込 めるワークシー トをあらか じめ用意
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・コオ ロギはアナバチに捕 まった とき、どんな抵抗 を しますか
・アナバチはコオロギを押 さえつけ るために、どこの部分 をくわえま したか な ど
③児童 が音読を して、上記 の答 えが正 しかったかを確認
意味段落2の 本文読解
④支援者に よる範読…途中で話を切 り、先を予測 させ る。 「アナバチに麻酔 された コオ
ロギは どの くらい生きてい られた と思 う?」 児童が予測 を し、その予測が正 しいかど
うかを確認 しなが ら範読をすすめる、
⑤内容理解の確認;質 問を して ワー クシー トヘ記入
アナバチは コオロギの どの部分に注射 を しますか/注射 されたコオ ロギは、どの くらい
の問生 きていますか 等
⑥児童が音読を して、答えを確認
⑦要約…意味段落①②の内容理解確認の ワー クシー トを使 って、要約文を作ってみ る。
⑧章にタイ トル をつける(元 題:r強 敵 を3回 刺 して 、しとめる」:明 瞭化
⑨テス ト作成1こ の章の内容にそった質 問をい くつか考 えて児童がテス トを作る
以上が、JSL児 童の 「読む」カ と 「自己有能感」を育成するた めに構成 された 目
本語指導案 に基づ く活動例 であ る。JSL児 童 の 「自己有能感」を育成するためには、
,児童の理解 可能な レベルで、 しか し児童 一人では読む ことのできない ものを準備す る
必要 があ る。活動初期の段階では、原文を リライ トした ものを使用 していたが、現在
では原文をそのまま使って も理解できるまでになった。 内容理解 を図るために レア リ
ア(虫 の形 をかた どった ものな ど)を 多用、また範読の際 もその場面を レア リアや動
作を使って示す ことで児童 をr読 み」の世界へ と導 くことが可能になる。 これ らも、
児童の様子 を見ながら徐々に減 ら していき、最終的には児童一人で読めるようにな る
ところまで学び を引き上げ られれば と考えている。つま り、JSL児 童 の最近接発達
領域 を見極 め、カ リキュラムを低 次か ら高次へ と引き上 げていく中で、その レベルに
必要 なスキャフォールディングを行い、児童 にrで きる」rわ かる」体験をできるだけ
多 くさせ ることで、彼のr自 己有能感」を向上 させ、かつ4つ の方略 が組み込まれた
r読み1の カ リキュラムを使 ってr読 む∫カ も育成 していこうとする ものである。
4-2.実 践の考察
以上、2004年10月 か らこれまでの実践 にっいてJSL児 童Kの 変化 を中心に考察
を試みたい と考える.ま ず、語彙指導に関 しては、本論 に挙げた活動が初回の実践 と
なってお り、1度 の実践結果 か らの考察 となって しま うのだが、語彙指導の後に続 く
本文読解 の際、時間の都合上語彙指導後一週間が経過 していたに もか かわ らず、Kの
r読み」の姿勢に変化が見 られたこ とが大 きな有意点 として挙げ られ る。それ までの
範読にお いては、支援者(筆 者)が 必ずゼ スチャー とレア リアを使って場面を再現 し、
Kは それ を横 目で見なが ら聞いていたのだが、この 日の活動に関 しては、Kは テキス
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トを顔の前 に持ってい き本文 を目で追い、支援者の作 る場面を見ることな く、一人で
r読み」を進 めていったので ある。 この様 子を見て支援者である筆者 はゼスチ ャー を
行 うのを止め、範読だけを行 ったのだが、その後の ワー クシー ト作成において内容が
理解 されていることが確認 され た。Kが す でに場面を再現するこ とを必要 としない段
階まできてい るとい うことなのかも しれ ないが、 この語彙指導 を通 して一つの状況 に
表れ うる単語群についてその使 い方 を詳 しく学習 した ことが、本文 を一人 で読解 して
い くカ にも影響 を及ぼ し、r一 入でも読める」とい う態度 にあ らわれ たのではないか と
感 じた。次にr読 む」活動全体について検討 を行 う。 この指導 を始 めてか らの彼 の様
子の変化を考 えてみ ると、指導初期のころに比べr読 む」 とい うことに対する姿勢 が
できてきたよ うに感 じる。初期の頃 は、今のゼ スチャー付 きの範読は行われてお らず 、
支援者 とKが 段落ごと交互に音 読をする形 を取っていた。Kは 音読す ることに気 を取
られて しまい、音読が済んだ部 分の内容 を聞いて もほ とん ど答 える ことができなか っ
た。 ど うすれば内容を理解できるような 「読み」に導けるのか、内容 に注 目させ るよ
うな質問を してか ら音読 をさせ 、それ もうま くいかず試行錯誤の上た どりっいたの が、
今 のゼスチャー付 き範読である。最初 のころは確 かに 「読む」とい うよ りも、耳で 「聞
いて」支援者の動作をr見 て理解する」 とい う感 じだったが、それ も徐々に動作 を見
ながらテキス トの本文にも目をや るよ うになってきて、今では上述 のよ うにゼ スチ ャ
ー な しで も内容 を理解す るこ とができるまでになったのである
。 またr読 む」活動の
中に仕掛 け られ た4つ の方略(予 測、明瞭化、要約、質間)に ついて も、初期の ころ
は要約できるほ ど内容が理解で きていなかった ものが、現時点では対話で引き出すス
キャフォールデ ィングは必要 とす るものの、内容をまとめて話す こ とができるよ うに
な った。テス トf乍成 において も、初期は質間文 としての形式 が とれていなかった もの
が 、今出され る質問文は多少助詞 が欠落す ることがあって も質問文の形式 は しっか り
整 っていて、筆者 が答 えを間違 うとうれ しそ うにバツを付けて くる。予測、明瞭化に
ついて も、彼が答 え として出 して くるものの内容が上がってきてい るように感 じる。
これ らの変化は、彼 がこのテキス トを自分 自身で理解可能であると認識 し、 自分 に も
r読めるんだ」と実感 しr自 己有能感」を向上させてい く中で、r読 む」とはどうい う
ことなのかを理解 し、r読 む」た めに必要なスキルを身 につけ始めた と考え られるので
はないだろ うか。
5.お わ りに
前回の指導の最 後に、次回読む単元の内容 を簡単に話す と(「ツチバチの幼 虫の食事
の方法」)、Kはr知 って る」 といってたどた ど しいなが らも一生懸命 に 目本語を使 っ
てハ チの幼 虫の食事法を教えて くれた.Kは 昆虫が大好きで ある。 だか ら既 有知識 を
使 って 『ファーブル昆 虫記』を理解する部分 も多い。もちろんこの既有知識 もr読 み」
に必要な能力のひ とつであり、たぶ ん母語で身 にっけた知識であろ うと考える。Kは
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